
佐野市国土強靱化地域計画策定事業
令和5年10月1日現在

船津川町（旧船津川小学校：災害ごみ仮置場）赤坂町（秋山川：海陸橋北決壊箇所）

令和元年東日本台風により被災
令和元(2019)年10月

令和元年東日本台風での河川の氾濫

土砂災害の発生により甚大な被害が発生

被害及び支援内容

床上・床下浸水 3,826件、 災害ごみ 14,260ｔ

災害ボランティアの支援 延べ12,527名

栃木県佐野市の紹介

現状の
課題

ジャパン・レジリエンス・

アワード2023

国土強靱化地域計画賞 金賞受賞

栃木県佐野市

面積： 356.04㎢

人口：114,325人

関東平野の北端、栃木県の南西部に位置

都心から70㎞圏内

東北自動車道 ：佐野藤岡ＩＣ

：佐野ＳＡスマートＩＣ

北関東自動車道：佐野田沼ＩＣ

：出流原スマートＩＣ

●より一層の事前防災及び減災、その他迅速な復旧・復興に資する施策を総合的かつ計画的に実施
●令和元年東日本台風からの復興支援に対する報恩



佐野市国土強靱化地域計画策定事業

●地域ぐるみでの対策、関係機関・団体及び市内立地企業等の事業者との協働による強靱なまちづくりを目指す。
●広域的な交通の要衝、強靱な地盤などのポテンシャル、

首都圏との近接性等の優位性を最大限活かした災害時のバックアップ機能に着目した
北関東をはじめ首都圏における防災拠点としての役割を果たす。

事業の目的

インランドポートを核とした国際防災拠点の創設

～これまでの取組～

▶平成29(2017)年11月

佐野インランドポート共用開始。
交通の要衝としての地理的優位性を活かし、
インランドポートを核とした国際防災拠点
の整備を推進。その第１段として整備。

事業内容

～今後の展望～
▶大規模災害時でも首都圏企業の事業継続が担保（バックアップ）

されるよう、国際防災拠点として、佐野インランドポートや
出流原スマートインターチェンジ周辺及び国道沿道等において、
東京圏企業の工場や事業所、本社機能等の移転を促進。

佐野インランドポート

国際防災拠点のイメージ



国際防災拠点のバックアップ機能イメージ図

○法人関係税において、大きな軽減効果を得ることができます。

○社会貢献 地方創生・ＳＤＧｓ に取り組む企業としてのＰＲ効果

・寄附贈呈式を行い、市の広報やホームページ、ＳＮＳで紹介します。

（企業様の媒体でもＰＲ可能です）

・各種メディアにプレスリリースを実施します。

○企業版ふるさと納税を通じた連携により、企業様と佐野市との間で 、

新たなパートナーシップの構築の可能性が広がります。

佐野市国土強靱化地域計画策定事業

事業の成果

●災害時の相互応援体制など県や周辺市町、民間事業者等との連携強化により、
広域的な防災・救援機能の充実を図ることができる。

●首都圏の避難者受け入れや諸機能の代替など、バックアップ機能の強化を図ることができる。

企
業
様
の
メ
リ
ッ
ト

【連絡先】
栃木県 佐野市
総合政策部 政策調整課
℡ 0283-20-3000
✉ seisaku@city.sano.lg.jp


